川端康成『片腕』の構造 by 中嶋, 展子
r片腕』は、
雑誌「新潮」の昭和―二十八年八月号（第六十巻第
八号）から昭和三十九年一月号（第六十一巻第一号〉まで五回に．わたって、
巡載された。また、r片腕』の辿載が始まった雑誌「新
潮」八月号は、
七百号記念特大号となっており、
志賀直哉・武者
小路実篤·谷崎洞一郎等の老大家の作品も寄せられてい
る。
この
ような場面で執紐されたr片腕』は、
意欲的な作品とも
考えられ
るのである。
しかし、
同時代評では、
rみづうみ」『眠れる美女」
からの作品の流れを受けている事や、怪奇的な作品であるとの評にとどまっており、
高く評価されてはいな
い。
また、研究論文で
は、
川端の睡眠薬の使用が作品に影堀を与えている点が小林一郎
[注一〕氏に
よって指摘されて
いる。作家の伝記的な見
地からの考察
として煎要な
指摘であるが、
この論ではr片腕』の作品に限って
考察していきたい。
このような方法で考察していくことで、作品
と作家を切り離し
本文に
掛かれていることからr片腕」の作品
他界を明らかにしたいのである。作品の解釈としては、
羽烏徹哉
〔注二〕
氏の
「「片腕」を読む」
で「はじめて身をまかせる
娘」
の物語
川端康成
『片
腕
』
の構造
として丁寧に読
み解かれ
ており、
異論の無いも
のと
なっている。
r片腕』研究においては、
娘と娘の「片腕」に注目して読み解い
ていくものが多かっ
たのであるが、原普氏の「「片腕」論—そのフェ
〔巷二〕
ティシズムの構造を中心に1」
で語り手「私」に注目して孤独
な「私」の「観念」の物語であると読みかえられたと言えよう。この原氏の論文以降、
語り手「私」に注目したものも出てきてい
るのである。
r片腕』の研究方法としては
、作中人物に力点を腔
いて
作品を読み解こうとしたものや、作家諭からの
考寂、
他作品
との比較等が挙げられる。
しかし、
作中人物論や他作品との比較、
作中に出てくる「もや」や「秦山木」の描写以外 『片腕」の作品世界を考察し はいないのである。
このような考察方法は、
作
品を読み解く上で必要なも と言えょう。
しかし、
この論では、
そのような方法はとらず、
r片腕」の本文に添い
登場人物である
主人公「私」、
娘と娘の「片腕」の小説内での在り方をみていきた
い。本文に従って主人公「私」、
娘と娘の「片腕」を中心に考察し
ていくことで『片腕』の構造を明らかにする試みを行いた
中
嶋
展
子
- 81 -
『片腕」は、
主人公である「私」が、
娘から「片腕
」
を偕り受
けるところから始まっている
。そして、「私」は、
自分の住んで
いるアバートまで娘の「片腕」を巡ぴ部屋に持ち帰るのである。部屈に娘の「片腕」を持ち帰った「私
」は、
娘の「片腕」と栢ら
い結果として片腕の交
換をしてしまう。
その後、「私
」
は眠りに
就くが、
とっさに自身の右腕となっ
た娘の「片腕
」
と冷たくなり
かけている自身の右腕を再ぴ交換してしまうのである。
まず、
こ
こで主人公「私」につ みていく前
に、
『片腕」の作品匪界に
ついて少し触れておきた o
r片腕』
は、
娘の右腕がはずれると
いう楊面から始まっており、
腕がはづれることが在り得るような
作品である とが伺えよう。腕がはづれる とがなんの路躇 も無く行われ、
その後の
「私」と娘の「片腕」の交換や再交換も、
その行為の不可思議さには、
触れられないのである。
このように、
主人公r私
」
も娘と娘の「片腕」もなんの路躇いも無く不可思腋
とも言える 片腕』の小説世界に材を協 ていることとなってい
・る
。
つまり、
r片腕しは、
腕がはづれることが何の路路いも無く
．容認されているような作品世界となっているのである。
このよう
な作品に登場する主人公「私
」
について続いて見いていきたい。
『片腕」は、
主に主人公「私」の視点から物語が語られている
主人公「私」について
[it
四
i-
作品となっている。
この作
品には、
主人公「私
」
以外にも娘と
娘の
「片腕
」
が登場するのであるが、
娘と娘の「片腕」の心理は、
一度も語られることはない。
娘と娘の「片腕」の意思は、
会話文
や、「私」か 紐られる動きに
よってしか読み取ることができな
いのである。また、
こ
のような語られ方をしているために、「私」
の主観に拠った語りになっていると言えよう。
例えば、「私
」
が
娘から「片腕」を借り受けた時、
次のように思っている。
ここでの娘の目に浮ぶ涙は、
自身の純潔を「私」にゆだねるこ
からくる感梢によってのものとも言えそうである。
しかし、
ここ
では、
娘の感梢への言及はさけ、
本文に従い事実だけを見たい。
ここ の娘の様子は、「私」によって語られ ものなのであるが、「やうであった。
」という酋業で伝えられており、実際がどうであっ
たか判断できるもので
はないのである。
この
ような、「私」の周
囲に対する曖味な認識は、
朱色の服の若い女が巡転してゐた。
女は私の方を向いて頭を
さげたやうである。
という所や、「私」が部殿の中のラジオ放送について述べている
私を見る娘の目は涙が浮ぶのをこらへてゐるやうであった。
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ラジオはこんなことを言ってゐるやうに思われた。
たちの悪
い湿気で木の枝が福れ、
小烏のつばさや足も涵れ、
小烏
はすべり落ちてゐて飛ぺないから、公園などを通る車は小島をひかぬやうに気をつけてほし 。
ここで「私」は、
「や
うに思われた」として、
不可思議なラジオ
．放送の内容を語っている。
このラジオ放送の内
容は、
「私」が、
実際に放送されているものを伝えたとも
考え
られるが、
「私」の
主観が入り視じった内容であ
るとも酋えよう。
『片腕』の主人公
r私」は、
rーのようである」として、
自己の主観に拠った曖味
な認識をもって語っているのである。
続いて、「私」の『片腕』内における在り方を見てきたい。「私」
は、
娘の「片腕」を偕り受けアパートに向う途中、雨外我のなかでだいじに梱ってゐる娘の腕は、
私の手よりも
冷たかった。
心をどりに上気してゐる私は手も熱いのだろう
が、
その火照りが娘の腕に移らぬことを私はねがった。
娘の
腕は娘の静かな体温のままであってほしかった。
と感じている。
ここで、
「私」は、
娘の「片腕」に自身の体温が
部分に見られている。
移ることを恐れているのである。
これは、
娘の「片腕」が消らか
なままであって欲しいという「私」の顔いでもあろう。
しかし、
一方で、
r私」は、
娘の
7
片腕」に接触することを恐れていると
も酋え、
娘の 片腕」との距離を保って接している点が伺えるの
である。
また、片腕の交換についての「私」と娘の
7片腕」との
会話 も、
「おもしろいいたづらと言ふなら、
僕の右腕とつけかへてみ
てもいいつて、
ゆるしを受けて来たのしつてる？」
「知つてますわ。」と娘
の右腕は答へた。
「それだっ いたづら
ぢやないん
だ。伐は、なんかこはいね。」
この会話の巾で、
「私」は娘の「片腕」との片腕の交換を怖がっ
ており、片腕
の交換をすることを路躇してい
る。
また、娘の「片
腕」を無事
アパートまで持ち帰り、
「私」の部屋に入ったとき、
次のように思ってもいる。
娘の片腕と怖った今夜は、
つひぞなく私は孤独ではないが、
さうすると、
部屈にこもってゐる私の孤独が私をおぴやかす
のだった。
ここでの「私」の思いから、「私」は 常に「孤独」な状猥にあり、
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またその状態を望ましいものと認識していることが伺えるのである。
このような「私
L
の「孤独」な傾向は；ぎの回想の中の出
来事にもみられている。
女の手の指さきをさはりたくなった、
誘惑は自然であ
ったけ
れども、
私はそれだけはしなかった。
私自身の孤独がそれを
拒んだ。
．ここでも、「私
L
は、「自身の孤独」によ
って
r女の手の指さき」
に触れることを拒まれているのであ
る。『片腕』でのr私
L
は、r孤
独」 よって外部との接触を拒ま
れており、
娘の「片腕」に対し
ても距難を保 接していると言えよう。また、この作品でr私」は、「孤 な状態にある 語ら
ているのであるが
なぜ「私」
がr孤独」であるのかについては触れられていない。ここで 「孤独」
について踏み込んで考えた場合、
川端の生い立ちが孤児であ
り、
初期作品の
r伊豆の踊子』
に掛かれている
「孤児根性」
故
の「孤独」とすることも可能であろう。
しかし、
ここでは、「私
は、「孤独」な状態であるということのみ
で留めておきたい。
こ
の論では、本文に忠実に
r片腕』を再検肘し、r片腕」の作品構
造を明らか
に
したいと考えている。
ここまで、主人公「私」について、栢り手「私」の特徴
と
、「私
」
の小説内における在り方の主な二点を見てき
た。
主人公「私」は、
『片腕』
において、
小説を語っていく上で砥要な部分に位岡して
おり、「私」
の視点から小説は実況中椛的に語られ、その内容は「私」
の主観に拠っ
たもの
となっていよう。
また、「私」は、
作品内に
おいて「孤独」な状態にあり、r私」以外のものと距離を保って接して るのである。
つまり、『片脳』におけるr私」
は、
視点
人物と また、
栢り手として個の状態に保たれて小説を語って
いると言える。r片腕』は、
このような状憩で存在している主人
公「私」の視点を通して
のみ、
その小説世界を伺い知ることがで
き、「私」
は、
小説内において
r片腕』を語ることのできる唯一
の存在なのである。
統いて、r片腕」の主人公である「私」の視点を中心に片腕の
交換から片腕の再交換までを見て きたい。片腕の交換をす ことで、
r片腕』
において、
唯一の視点人物である主人公「私」の
視界に変化が生じることとなるの ある。
まず、
片腕の交換の楊
而を引用したい。
「これは
もうもらつておかう。」とつぶやい
たの
も気がつか
なかった。そして、うつとりとしてゐるあひだ
のことで、
自分の右腕を
片腕の交換について
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肩からはづして娘の右腕を屑につけかへた
のも、
私はわから
なかった。
ここで娘の「片腕」との片腕の交換を行っているのであるが、
i私」
は娘の「片腕」を自身の右腕と付け替えたことに
気づいていない。
いままで、
「私」は娘の
「片腕」と距離を保ちながら接し
てきて
いたのであるが、
娘の「片
腕」を眺めているうちに、
「私」にゆ
るみが生じてしまったのである。
ここでのr私
」
のゆるみが「気
がつかなかった」rわから
なかった」という言薬から見て取れる。
「私
」
にとっての片腕の交換とは、
無意識状態のものであったと
曾えよう。
綬いて、
片腕の交換後の「私
」
を見てみたい。片腕の
交換をした後、「私」は、今は自分の伝腕となっている娘の
「片腕」
に、
取りはづされた「私」の腕のことを開いている。「脈はある？」と私は娘の
右腕に闘いた。
「冷たくなってな
"9.,-「少うし··…•。
あたしよりほんの少うしねごと娘の片腕は
答へた。「あたしが熱くなったからよ。娘の片腕が「あたし」といふ一人称を使っ
た。
私の周につけ
られて、
私の右腕となった今、
はじめて自分のことを「あた
し」と言ったやうなひびきを、
私の耳は受けた。
ここで、
「私」が娘の「片腕
」
の「
あたし」ということばを初め
て開いたように感じたのは、
r片腕」の主人公「私」の中に、
「あ
たし」と う一人称を使う娘
の「片腕」を介入させて
しまったか
らだと言えよう。この無意識
状態 片腕の交換
によって、娘の「片
腕」との距離を破り、
一体化することで主人公「
私」
に異変が生
じる
事となるのである。
以下、
『片腕」のストーリーに漆って片
腕の交換後から片腕の再交換までの「私」 変化を見ていきたい。まず、片腕の交換
後の「私」
は、
自身の右腕となった
娘の「片腕」
との｛遮断」を感じているのである
私は不意に気がついた。私の口は娘の指を感じられるが、
娘
の右腕の指、
つまり
私の右腕の指は私の唇や歯を感じられな
い。
私はあわてて右腕
を振つてみたが、
腕を振った感じはな
い。
屑のはし、
腕のつけ根に、
遮断があり拒絶がある。
「血が通わない。」と私は口ばLっ 「血がかよふの
か、
通
はないの
か。」
娘の「片腕」と「私」の間の「遮断」に困惑する「私 は、
娘の
発した「あたし
という言葉から母体の娘のことをふと思い出す。
そして、
「私」の意識は母体の娘のことを思い出したことからア
バートの外の様子に移っていくのである。
そのことで、
「私」は、
外の「もや」のことを自身の右腕
となっている娘の「片腕」に「悪
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腐だっ
て、
からだがしつけて、
咳をしそう」な
「もや」であると
首う。
しかし
外部のことを気にする「私」に対して、
娘の「片
腕」は、
r私」の耳をふさごうとするのである。
「悪腐の咳なんか聞こえませんように・・:..o」と娘の右腕は私の右腕を握ったまま、
私の耳をふさいだ。
娘の右腕は、
じつは今私の右腕なのだが、
それを動かしたの
は、
私ではくて、
娘の腕の心やうであった。
いや、
さう酋え
るほどの分離はない。
ここで、
「私
」は、
娘の「片腕」によって「右の耳」を一時的に
ふさがれ、
聴党を奪われそうになっている。
また、
今は、
「私」
の右腕となっている娘の「片腕」の「心」が耳をふさいだと感じており、
「私」の意思ではない動きを娘の「片腕」がしているこ
とが伺えよう。
主人公「私」と娘の「片腕」の間には「遮断
L
が
あり、
「私」の思う通りに
娘の
「片腕」は、
動か
ないのである。
その後、
「私」は、
自身の右腕となっている を左手
でつかんで耳から遠ざけること
となる。
これらから、娘の「片腕」
は、「私」
に、
母体の娘や、
部歴の外のことを気にかけさせない
ようにしており、
片腕を交換した状態で「
私」と一体化し続ける
ことを望んでいるかのような動きをとっていると言えるのである。さらに、
娘の「片腕」は、「私」としばし語らった
後、
「私」の視
そして、
その後
娘の手は私の目の上に軽くあった。
その手のひら
と指とは私
の目ぶたにやさしく吸ひつい
て、
目ぶたの裏にしみとほった。
目ぶたの裏があたたか しめるやうである
そのあたたかい
しめりは目 球のなかにもしみひろがる。
以後、
「私」は、
娘の
「片腕」によって「目ぶた」をふさが
れた
状態でこの小説を語って行くこととなる。
主人公「私」の視界が
閉じられてし
まっ
たこ
とは、
「私」の視点によってのみ伺い知る
ことのでき
るr片腕;の小説泄界そのものの視界が塞がれてしまっ
たことになると言えよう。
そして、
この直後、
娘の「片腕」と血
が通い始めるのである。
ぶ皿が通つている。」と私は静かに言った。「血が通つている。」（中略）いつのまに、
私の血は娘の腕に通い
娘の腕の血が
私のからだに通ったの
か。
腕のつけ根にあった、
遮断と拒絶
とはいつなくなったのだろうか。 娘の指と手のひらの動
きは、
私の目ぷたの上で止まった。
界をふさごうとしている。
その部分を引用したい。
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こ こ で 、
今 ま で
「 遮 断 」 さ れ て い た 娘 の 「 片 腕 」
と 「 私 」 は 、
一
休 化 し は じ め て い る と 言 え よ う 。
娘 の 「 片 腕 」 と の 間 に 血 が 通 い
始 め た こ と で 、
「 私 」 に 生 じ た 変 化 を 次 の よ う に 語 っ て い る 。
私の屑と娘の腕とには、
血 が か よ っ て 行 っ て か よ っ て 来 る と
か、
血が流れ合つていると
か い う 、
ことごとしい感じはなか
っ た 。 右 屑 を つ つ ん だ 私 の 左 の 手 の ひ ら が 、
ま た 私 の 右 附 で
ある
娘 の 府 の 円 み が 、
自然にそれを知ったのであった。
い つ
と も な く 、
私も娘の腕もそれを知つていた。
そうしてそれは、
う つ と り と と ろ け る や う な 眠 り に ひ き こ む も の で あ っ た 。
私は眠った。
「私」
は、
IIl心考が止まってしまうとも言えるような眠るという状
態 に 至 っ て い る の で あ る 。 片 腕 の 交 換 後 、 「 私 」 の 視 点 は 「 目 ぶ た 」を ふ さ が れ た 状 態 か ら 、
眠っ
て い る と い う
「 私 」 の 内 部 の 状 態 を
語 る と い う と こ ろ ま で 狭 ま っ て い る の で あ る 。
主 人 公 「 私 」 は 、
今 ま で 小 説 内 の 流 れ に そ っ て r 片 腕 』 の 作 品 枇 界 を 語 っ て き て いたのであるが、
徐 々 に 「 私 」 の 語 る こ と の で き る 範 囲 は 、
「 私 」
の外的状況と内的状況から、
「私
L
の 内 的 状 況 の み へ と 縮 小 化 さ
れ て い る と 言 え る 。
ここで「私」が語っている心地よい眠りは、
初 め て 身 を ま か せ る 娘 の 物 語 と し て の 比 喩 的 表 現 と 捉 え た な ら ば 、
「 私 」 の 悦 惚 感 を 表 し た も の で あ る と 言 え そ う で あ る 。 し か し 、 『 片腕』での片腕の交換は、
「 私 」
の右腕と娘の「片腕」
を付け替え
るという行為となっており、
こ の 作 品 に お け る 視 点 人 物 で あ り 語
り 手 で あ る 「 私 」 自 身 に 危 機 的 状 況 が 生 じ て し ま う 行 為 と な っ ていよう。
このまま、
片腕の交換を続けたならば、
「私」という存
在は梢えうせ、
「私」
でも無く娘の
，片腕」でもない存在となる
で あ ろ う 。
そして、
「 私 」 は 深 い 眠 り に 落 ち た こ と を 語 り 、
という状態に室る。
この状態は、
一時的ではあるが、
「 私 」 と 娘
の「
片 腕 」 の 存 在 の 消 失 を ほ の め か す も の と な っ て い
る。
ここで
の 「 私 」
は、「あたし」
と い う 一 人 称 を 使 う
娘の「片腕」によって、
共に梢失させかけられた状態にあるのであろう。その後、「私」は、自 身 の 叫 ぴ 声 で 目 沈 め る 。
そ し て 、
私 は よ ろ め く 足 を 踏 み こ た へ て 、
ペ ッ ド に 落 ち て ゐ る 私 の 右
腕 を 見 た 。 呼 吸 が と ま り 、
血 が 逆 流 し 、
全 身 が 戦 慄 し た 。
私
の 右 腕 が 目 に
つ い た の は 隣 間 だ っ た 。
次の瞬間には、
娘の腕
を府からもぎとり、
私の右腕とつけかえてゐた。
版 の 発 作 の
殺 人 の よ う だ っ た 。 私 は ゐ な く な っ た 。
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という結末を迎えている。
ここで、「私
L
は、
娘の
「片腕」と自
分の右腕を瞬時に付け替えているのであるが、
これは、
片腕の交
換によって
r私」と娘の「片腕」の区別が崚味になっていくこと
で、消失していく幻私」をもとの状應に
戻すためのものであった
のではないだろう
か。
また、
r私」の娘の
「片腕」を「炭の発作
の殺人
L
のようにもぎとるという行為は、
娘の
「片腕」を「私」
に危害を加えるものとみなし 、
死に至らしめようとするもので
あったと口ぇょう。
ここまで、
片腕の交換から片腕の
再交換までを「私」の視点に
沿目するような形で見てきた であるが、
r私」に
とって片腕の
交換とは、「 たし」という一人称を使う娘の「片腕」の介入によって、
小説中における視点人物として、
また語り手として存在して
いる「私
L
が消失させられかけるものであったと言えよう。
娘と娘の「片腕」
いままで、
『片腕』の主人公である
「私」を中心に考察してき
たのであるが、
ここからは、
娘と娘の「片腕」について見ていき
•た
い。その際、
娘の「片腕」の使うrあたし」という一人称に注
目したい。
このlU紫が誼要であると考えられるの
は、
片腕の交換
後の「私」に娘 「片腕」が他者であ ことを認徴さ
せ、
個の状
態に保ってい 「私」に歪を与えることとなったからである。
ま
た、
この「あたし」という言葉は、
片腕の交換前から、
すでに娘
と娘の「片腕」によって使われているのである。
順を追って娘と娘の「片腕」の「あたし」という言葉を見てい
きたい。
「私」が、
娘の「片腕」を借りに娘の所を訪れる場而で
娘
は
、
「あ、
指輪をはめておきますわ。
あたしのうでですといふし
るしに
ね。」
と言うのである
が、
娘が娘の
r片腕」を自分のものであると膀示
している点が見られている。統＜娘の言業では、
「お持ち帰りになったら、
あたしの右腕を、
あなたの右腕と、
つけ替えてごらん るやうなことを……。」と娘は首った。「なさつてみ もいいわ。」
と酋っている。
ここでの娘の言菜は、
「私」との片腕の交換を促
すものとな
っていよう。
娘には、
「私」に自身の「片腕」を貸し
与えた時から、
すでに
「私」との片腕の交換を望んでいる点が見
られているのである。
その後、
娘の「片腕」は、
「私
」に運ばれ
てアパートの「私」の部歴に
たどり珀く。「私」
の部屋に入った時、
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「あたしに明かりをつけさせて下さい。」娘の腕が思ひがけないことを言った。
ここで、
「私」は、
娘の「
片腕」の言葉を「思ひがけない」と感
じながらも娘の「片腕
」が「私
」を脅かすものであるとは認識し
ていない。続く、
娘の「片腕」との会話を引用したい。
「なにかがのぞくの？」と娘の片腕が言った。「のぞくとした
ら、
人間だね。」
「人間がのぞいても、
あたしのことは見えないわ。
のぞき見
するものがあるとしたら
あな
たの御自分でせう。」
この娘の「片腕」との会話で、
主人公「私」は、
主観的な認識を
持って物事を把握している点を指摘されているのである。主人公「私」への批判とそれを気づかせようとする娘のこ片腕
L
の発言
であろう。
また、
片腕の交換後に娘の「片腕」は、
小指で小さな
窓を作り「私」に見せている。
それに対して「私」は、
娘の「片
腕」に問い掛けている。
「なにの幻を
みせてくれたかった ？」
「いいえ。
あたしは幻を消しに来てゐるのよ。」
「過ぎた日の幻をね、
あこがれやかなしみの……。」
ここでの娘の「片腕」の言業は、
小説内の出来事を、
1私」の主
観の入り混じった把握によって理解している状態を消し去りにきたという意味ともとれ、
娘の「片腕」の目的が述べられていると
言えるのである。
ここに挙げた娘の発する「あたし」という言業で話されている
部分は、
「私」の
主親的な認識によって小説世
界を
把握している
といった「私」の特徴を言いあてたものであったり、
「あたし」
という存在を誇示しているものとなっている。
また、
r幻を消し
に来て る」
という目的も話されており、
「私」の立場を脅かす
存在となって よう。
『片腕』での娘と娘の「片腕」は、，r片腕』
の小説を語っていく上で無くてはならない視点人物であり語り手でもある「私」を消し去ろうとし いると言えるのである。
ここまで、『片腕」の梢造を本文に従って考察してきた。r片腕』
は、
主人公「私」の視点を通してのみ語られている作品である。
そのために、
主人公「私」は、
r片腕』
においてなくてはならな
い存在となっている。
主人公「私」が、
視界を失うようなことが
あれば、
小説内のことは、
視界が奪われた状態でしか知ることが
できなくなるのである。
このような特徴を持つr片腕』であるた
めに、
「あたし」
という一人称を使う娘の「片腕
」との片腕の交
娘の指と手のひらの動きは、
私のまぶたの上で止まった。
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換は、
「私」にとって危険な行為であったと同時に、
i時的では
あるが、
「私」が機能しなくなることで
小説世界を伺い知ること
が困難となるものであったと言える。片
腕の交換
をしてしまった
ことで、
「私」の視点を通して語ることのできる範囲は、
「私」の
渉を語るところにまで狭まり、
一時的では
あるが、
「私」の消失
をほのめかすような状態にま 至るのである。
このような、
主人
公「私」
の視点を通してr片腕」の小説軋界を語り得た部分が、『片
腕」の本文となっており、
また構造となっていると言えよう。
ま
た、「私」
の語るr片腕」の本文に含まれている娘と娘の「片腕」
．の会話文から、主人公、「私」を亡き者にしようとする娘と娘の「片腕」の在りようが伺える である。
この論稿では、
r片腕』の本文に従って他作
品との比較や、
作
家論、
作巾人物論的な考察は避けてきた。
しかし、
r片腕』
にお
いて、
主人公「私」のみが、
小説内の出来事を主観的認識によっ
て語ることができるという小説の方法は、
川端作品の一つの特徴
となっているのではないだろ か
o
r片腕』のように「私」の周
囲の出来事を語っていくといっ 形式の小説では いが、
小説内
に主観的認識を持つ語り手が現れ過ぎ去った思い出を語 いくという形の、『抒梢歌し（昭和七年二月「中央公論」） 『反橋」（「別冊風雪」昭和二十三年十月）rしぐれ』（「文芸往来」昭和一＿十四年一月）r住吉」（「個性」昭和二十四年四月）等もあ
るのである。
語り手であり視点人物である主観的な登
場人物に語らせたことが、
小林一郎「r片腕』論r川端康成研究叢柑9』（昭和五十六年五月教
布出版センター）
注二
羽島徹哉「「片腕」を読む」
r川珠康成ー現代の美意識』（昭和
五十―
-i年五月
明治掛院）
注三
原普「片腕」論ーそのフエティシズムの構造を中心にー」『川端康成の腐界』（昭和六十二年四月
有梢幽）
注四
ここでの「私」が語り手であり視点人物であるという点
は、
原
普氏の論（注三）と一致している。原氏の論では、
甜り手であ
り視点人物 ある 私」の性質に「 」を見出し、
注 注
小説内において成立しあるいは、
その認識の巡いが明示されると
[il六）
いった作品の傾向は、
川端の独我論的な発想
から生じたもの
と考えられるので
ある。
また、
川端の独我論的な思考体系より生
じた 、
主観的な認識をもって存在している登楊人物
に、
小説内における機能としての言葉を与えるならば視点人物で
あり語り手であるということとなろう。
このような、
小説内での
主観的な視点人物であり語り手 ある登楊人物の在りようは、
川
端の独我論的な発想 の関わりも考感にいれながら、
川端文学の
―つの特色として見ていく必要があ と酋えよう。テキストは、
r片腕」『川端康成全集第八殊
J」（昭和五十六年一二月
新潮社）を用いた。
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そ の よ う な 「 私 」 を 通 し て 娘 の 「 片 腕 」 か ら 娘 の 全 体 が 描 か れて い る と 指 摘 さ れ て い る 。r 伊 豆 の 踊 子 』 に み ら れ る 「 孤 児 根 性 」 に つ い て は 、
瀬 沼 茂 樹
「 伊 豆 の 踊 子—成 立 に つ い て 」 「 招 状 と 鑑 代 」 〈 昭 和 三 十 二 年 一 ―月 ） を 本 格 的 な 作 品 論 の 咄 矢 と し
て 、
多 く の 論 者 に 述 べ ら れ て
い る 。 山 本 健 吉 「 陛 代 」 r 〈 近 代 文 学 坦 牧 講 座 1 3 〉 Ill 端 康 成 』 （ 昭和 三 十 四 年 十 月
角 川 柑 店 ） で r 伊 豆 の 踊 子 』 は ｀ r 湯 ヶ 島 で
の 息 ひ 出 」 で の 「 人 の 愛 に 飢 え て い た 孤 独 な ュ 孤 児 」 が 」 踊 子と 触 れ 合 う こ と で 「 孤 児 根 性 」 か ら 解 き 放 た れ た 心 の 快 拒 を 回想 し て 杏 か
れたものであると
している。
孤児であったJII端に
よ っ て 愁 か れ た 作 品 と し て 『 伊 豆 の 踊 子 」 や 他 の 作 品 を 見 る 時 、そ こ に 川 端 の 境 遇 故 の 「 孤 独 」 を ― つ の テ ー マ と し て 見 出 す こと も 可 能 で あ ろ う 。
注 六
片 山 倫 太 郎 先 生 の 「 川 端 康 成 の 息 想 構 造| そ の 表 現 理 論 と 主 体ー 」 （ 「 国 語 と 国 文 学 」 平 成 十 二 年 五 月 ） の 中
で、
川 婿 康 成 全 集
所 戟 「 大 正 十 一 年
習 作 ノ ー ト 」 の A) リ ッ プ ス 美 学 、
感梢移
入 。 」 の メ モ 坪 ず か ら 、
主 観 の 側 に 根 拠 を 既 く リ ッ プ ス の 感 情 移
入 説 を 111 端 が 受 容 し て い た こ と を 論 証 さ れ て い る 。
認 識 の 根 抱
が 主 観 の 側 に あ る と い う 論 理 か ら 、
川 端 の 「 万 物 一 如
L
の 理 路
は 説 明 で き る と さ れ 、 「 新 感 ．g 派 理 論 と し て の 〈 万 物 一 如 〉 と は 、こ の よ う に 、
主観は
〈弛 間〉 さ れ 〈 拡 大 〉 さ れ る べ き 〈 絶 対 性)
を も っ と い う 、
一種の独我論的地点から紡ぎ出されているので
あ っ て 〈 表 現 主 義 的 〉
と 呼 ば れ る 所 以 は こ こ に あ る と い わ ね ぱ
な ら な い 。 」 と 述 べ ら れ て い
る 。
大 正 十 一 年 に は す で に 主 観 の
側 に 力 点 を 四 ＜ 川 瑞 の 独 我 論 的 な 発 想 は 確 認 さ れ て お り 、
こ の
注 五
攻 ）
四
のぶこ
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録
rn
研 究 と 沢 料 （ 早 稲 田 大 学 文 学 部 辻 村 研 究 室 ）言 語 学 論 叢 （ 筑 波 大 学 一 般 ・ 応 用 言 紐 研 究 室 ）
二 十
酋 語 表 現 研 究 （ 兵 耶 教 脊 大 学 酋 語 表 現 学 会 ）
十 八
七 八
二 五
金 城 国 文 （ 金 城 学 院 大 学 国 文 学 会 ）金淵国文（金蘭短期大学国文研究室）
六
け や き 道 （ 園 田 学 園 女 子 大 学 国 際 文 化 学 部 文 化 学 科 ）研 究 紀 炭 （ 尚 絹 大 学 ） 二 五
四
汲 古 （ 汲 古 杏 院 ・ 古 典 研 究 会 紺 ）
四 十 、
四一
九州大谷情報文化（九州大谷短期大学梢報文化学会）紀 要 （ 侶 州 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 ）
二 七
紀 要 （ 中 央 大 学 文 学 部 ）
一 八 九 、
一 九 0
共 同 研 究 報 告 牲 （ 国 文 学 研 究 脊 料 館 ）
平 成 十 三 年 度
京 都 語 文 （ 佛 教 大 学 国 誦 国 文 学 会 ）
九
京 都 府 立 大 学 学 術 報 告 人 文 ・ 社 会 （ 京 都 府 立 大 学 ）
五三
近 畿 大 学 日 本 語 ・
日本文学（近畿大学文学部文学科日本文学専
干
発 想 が 作 品 中 の 登 楊 人 物 の 在 り 方 に 見 出 さ れ 得 る と 考 え ら れ るの で あ る 。
（ な か し ま
岡 山 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 研 究 生 ）
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